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【審査申請課題】

ニロナ感染症で入院した患者の不安・ストレスの要因を分析し、看護援助を考える
~今後の新興感染症に備えて~

5 31 申

【審査課題の概要】

新型コロナウイルス感染症患者は、編蹴生活を余儀なくされる。隔雜病棟ではない入院患
者と比較した研究では、隔雜病棟の患者は孤立感や疎外感、拘束感を持ちやすいこと、抑
うつ的になり活気が低下することが明らかにされている。実際に新型コロナウイルス感染
にて当院に入院した患者より、不安やストレスを訴える言動が多くあった。患者の言動
と、社会情勢、コロナの流行時期を踏まえて、患者が感じていた不安・ストレスの要因に
ついて明らかにすることで、新興感染症によって隔航生活を余儀なくされる患者への精神
面に対する看護の質の向上を目的として研究を行う。
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